
教科書 ワーク プリント 学習のポイント その他（持ちもの等）

国語

「ちょっと立ち止まって」P46～51

「指示する語句と接続する語句」P58～60

「空の詩　三編」P62～70

「比喩で広がる言葉の世界」P71～74

「言葉のまとまりを考えよう」P75

「大人になれなかった弟たちに・・・・」
P96～105

「言葉の単位」P242~245

【ワーク】

P 30 ～37,  40~42、44～ 49

   50～ 51、52～ 54、59～ 71

【つまずかない！文法の学習】

P 2 ~ 3 , 16~17

【漢字スキル】

9、10、11

白プリ　
5、6、7，8、9

【物語】
・セリフや行動、情景描写から登場人物の心情を読み取られるようにしておくこと。
【説明文】
・筆者の主張を捉え、それを支える根拠や具体例を押さえておくこと。
【詩】
・表現技法に注目し、詩の内容を捉えておくこと。
【文法】
・ワークを何周もして、言葉の単位や種類を分けられるようにしておくこと。

☆文章で答える問題は、解答を見なくても自分で答えられるようになるまで練習しましょう。
☆文章で答える問題は、「～から。」、「～こと。」のように、答え方(文末)に気を付けてください。
※提出物は、担当の先生の指示に従ってください。

社会

【地理】　P34～P55

「雪と氷の中で暮らす人々」～「人々
の生活に根付く宗教」
　　

【歴史】　P10 ,P24～P41

　・時期や年代の表し方

　「人類の出現と進化」 ～「大王の時代」

【地理】　
　　P24～P37

　　P76～P77の27番まで

【歴史】
　　　P2～P15

         P58～P59C.5番まで

【地理】

○雨温図から気候の特徴を読み取れるようにしておく。

〇それぞれの気候の中で暮らす人々の工夫を答えられるようにしておく。
【歴史】
〇歴史の大まかな流れをつかみ、それぞれの時期の特徴を答えられるように
　　しておく。
【地・歴共通】
〇教科書にある地図や写真をしっかり見ておく。
〇「漢字で書きなさい」問題は必ず出題、対応できるようにしておく。

　　　　　　★ワーク等の提出については、教科担任の指示に従うこと

数学

【１章　正の数・負の数】
　Ｐ４６～５７
  （「いろいろな計算」から）
　　
　
【２章　文字の式】
　Ｐ５８～９３
　（２章の最後まで）

【１章　正の数・負の数】
　Ｐ３０～３５
　　
　
【２章　文字の式】
　Ｐ３６～５９

※ワーク本誌、リトライワーク
２冊とも提出できるように頑張
ろう！

白ﾌﾟﾘﾝﾄ
３，４，５

●テスト前に確認して（できた問題には□に✓を入れ），得点アップを目指しましょう。
□素数を使って素因数分解ができる。素因数分解を利用して問題を解くことができる。
□正の数・負の数を利用して，問題を解くことができる。
□文字式の表し方を理解している。
□項や係数の意味を理解している。
□数量を文字式に表すことができる。
□式の値を求めることができる。
□文字式の加法・減法、文字式と数の乗法・除法の計算ができる。
□等式・不等式を使って数量の関係を表すことができる。
□文字式を利用して，問題を解くことができる。
□方程式や解の意味を理解し，等式の性質を使って方程式を解くことができる。
※ワーク等の提出物については，教科担任の指示に従うこと。
※ワーク，リトライワーク，白プリは丸付け・直しをしてから提出すること。

理科

□教科書P34  ～　P73

【生物分野】
第３章　動物の分類
【化学分野】
第１章　物質の分類
第２章　粒子のモデルと物質の性質
　　　　1　水溶液

　　　　2　溶解度と再結晶

□ワーク(本誌)

【動物の分類】　
P10　～　P13

P14　～　P21（動物の分類に
該当する問題）

【物質の分類】
P22　～　P31

【粒子のモデルと物質の性質】
P32　～　P41

P52　～　P59　該当箇所

□白プリント

３、４、５、６

◎基本は教科書です！繰り返し、隅々まで読む時間を必ず取ろう！そのうえでワーク、プリントの問題をくりかえ

し解こう。ワークのまとめも活用しよう。　
　

○実験内容と結果、まとめをしっかり理解する。器具の名称や使い方、使用上の注意も理解する。

○用語は漢字で正しく書けるようにする。

※提出物は教科担任の指示に従う　

□脊椎動物の仲間とその特徴がいえる□脊椎動物の分類ができる□節足動物の仲間と、その特徴をいえ

る　□軟体動物の仲間と、その特徴をいえる　□いろいろな無脊椎動物の分類基準をいえる　□金属と

非金属、有機物と無機物の分類ができる　□物質の密度を求める方法が分かる　□物質が水に溶ける

ことをモデルで説明できる　□水溶液の濃度計算ができる　□器具の使い方基本操作が分かる　□溶解

度を利用した物質の量の計算ができる。

英語

□教科書P35～ P57

Lesson 2   Part 1, 2, 3

Words and Sounds 誕生日はいつ？

Lesson 3   Part 1, 2,3 

 

Take Action Talk 1 道案内

Lesson 4  Part 1

　【ワーク】

　P20　～　P41

【ワーク付属ノート】
　P8 ～　P18 

 【語順トレーニング】　
　P6 ～ P12の上段まで

□英作文　

  My hero 5文
　（※英作文問題プ
リントが出ます）

・canとThis is / That isを理解し疑問文と答え方や否定文も作れるようにしておくこと。

・WhatやWhenを用いた疑問文を作れるようにしておくこと。また、その答え方も確認しておく。
・順番を表す言葉序数を使って、自分の誕生日が英語で表現できる。
・過去形の英文を理解し表現できるようにしておく。
・英作文の5文をしっかり覚え、完璧に書けるように準備すること。
＊リスニングテストもあります。
＊ワークノート、ワーク本体、語順トレーニングは担当の先生に見せましょう。日付は後日指定します。

 ☆１年生　第２回定期テスト　範囲表☆


